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ビオトープだより第 10 号 
会員・BA より ビオトープに関する情報を提供します。 

特定非営利活動法人 

日本ビオトープ協会 

2021 年 11 月 1 日発行 

https://www.biotope.gr.jp/ 

１．古鷹山ビオトープ秋の観察会の報告   総務委員長・主席 BA  梶岡 幹生 

 

「ビオトープ観察会」 ― 豪雨災害復旧後 第 2 回目 ― 

◆ 日時：２０２１年１０月９日（土）10：00 ～ 12：00 

◆ 内容 

①古鷹山ビオトープの生き物採集 

～ どんな生き物がいるか採集して『古鷹山ビオトープ水族館・昆虫館』を作ろう！～ 

②お芋チップス・お芋スティックを食べよう！ 

③採集した生き物をみんなで観察しよう！ 

◆ 参加者：３４名 切串小の小学生の皆さん、竹本校長、先生方 

◆ 指導者： 梶岡幹生（NPO 法人日本ビオトープ協会主席アドバイザー） 

清田博之（ビオトープ指導者，水生生物・メダカの専門家） 

越智一郎（ビオトープ指導者，NPO 法人日本ビオトープ協会） 

中川ゆかり（観察会補助員） 

水生生物 

水族館・昆虫館 

お芋チップス 
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2．SDGｓ１７の目標の関係性について 総務委員長・主席 BA  梶岡 幹生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然（ビオトープ）が支えている SDGｓ 

持続的な社会を実現するための目標を支えているのが、環境に関する目標です。 

生き物とそれが形づくる生態系も、地球が維持していくことを一番基盤で支える重要な資本。 

ビオトープの整備や復元、保全、管理など、生き物の棲みやすい環境や自然を守っていく活動は、

SDGｓの目標達成を支えています。 

「経済」の発展は、生活や教育などの社会条件によって成り立つ。 

社会で働く人々の“働きやすさ”や、人や国に対する差別や偏見をなくすことで、 
国や経済の経済発展につながる。 

経 済 

i l lustrated by Johan Rockstorm  
and Pavan Sukhdev 
出 典 ： Stockholm Resi l ience Centre  

ス エ ー デ ン の ス ト ッ ク ホ ル ム ・ レ ジ リ エ ン ス ・ セ ン タ ー の  
ヨ ハ ン ・ ロ ッ ク ス ト ー ム 氏 ら に よ っ て 提 唱 さ れ た モ デ ル 。  

自然資本 

社会資本 

１７の目標を３つの『層』に分類した 

SDGｓ ウエディングケーキモデル 

私たち人間が不自由なく生活し、働き続けるような世界を作り上げるための目標 

社 会（社会資本） 「社会」は生活するために必要な自然の環境によって支えられている。 

地球上で生活するうえで必要不可欠な海や森林、水などの 

“環境問題”や、“気象変動”についての目標 

環 境（自然資本） 「環境」が土台にあって、その上に「社会」や「経済」が成り立っている。 

国や企業など、全世界の人々がパートナーシップを組むことで、持続可能な社会を 
作り上げることが目標。 

目標１７ 


